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第十八卷

菱電井發

§ 1.緒 言

眞本管應用の国働糊羽窪器に關しては既に多くの發爽が

あり、その原理及働作に就ては夫等の諭文に詳細に詮明

せられてゐるので、今更事新し,く此處に取上げて誘明す

る必要は無いと老えるので、夫等論艾の代夫的な心のを

二三""于て,;兌明は才少略するととにする。(1×2)(3×0(5X印

然る托とれ等論女の多くは定電唯訟糾珍が主であつて、と

れを可發電駆に地用した例は兆だ少い様に見受ける、宰

常i辻に於ては00 キロワ'りト、及000 牛0ワり卜の」比征装

置としては大容品機の捌御{て木共置却延用す乙櫨介を得

たので、此處に其慨蓼を街絲召介するりく郁である。

§2.可燮電歴制御法の概要

眞室管飢悴や器の代夫的河路を擧げれぱ第1岡の如くで

ある。

第11岡忙於て分蛾器Rに催剣ル聖電機端子電座三,は仂y輩

せられて五。となり、標準電壁三乱を相殺して眞室智の制

御格子に偏倚電砥一五gを與へてゐ乙。
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然るに負荷に依り俊電枇の端子電曝五,には

が起るのであろから
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即ち發電"朧の端.F'壁が負荷に依り下れぱ眞室管の制御

恪子に加はる織1峽は正忙移動し、陽オ返心流が増加して端

f'遊雌の低、下を袖足するのであ乙。とれを岡示すれぱ郁

21御の如く'6あ乙。
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占な乙。即ち之を岡示すれぱ第31刷の如くなる。

即ち 1川は 1ルに鑓化する事になるからヲ盈電機の端子電

川ξ E,も埜化する耶ICなる。1折して分W辻ヒー・・・を小叉は
α

大◆すろ事に依り發電機の端子電砿を訓整する事がW'來

る。而して1,士△乙の極六価叉は担レN戒が眞室管の特・偶ξ

曲線の直市M那を外れない範1劇内に於てはA級1釧啼器主し

て働くから定電照特1牛を保特し,得ろ譯である。

§3.實際の場合に於ける可燮電歴制御

以上第2節に於て眞室管訓例き器の可塗電蛾制御の某本

概念を詮明した譯であるが、贇際にとnを愈削す乙忙'當

つては以上の如く簡單にはゆかない。

一般に直材蔀甕電機の場介に於ては交所語委電桜1て此して

非常に何捌乍が簡單であり、設討1訥准も容易であるが、

然も向勵磁機を極めて少容量發電機の場合以外は本装遣

は絶對に心、要占tる缺瀦があるので、同路の時ケE數k県

く風調現象あり、眞室智及,甕遊機の餉和1見象あり、鵬司施

幽忙渉り訟捌窪を行はし,むるには堆幅器の竃厭堆幅管、及

電力瑜幅巻の特1牛及ぴその使用條件をよく老究す乙必要

がある。

次に肢輩劇劃訓零の妨1ぎ主なるのは蔆燭垳茲氣1て依る誘赳

電墜である。即ち1甕電機の五一b特性帥線は衆知の如

く第4満1に於て示す通り界磁電流零の處小ら誘起してゐ

ない、叉ヒステリシス・ルーづに依り同一界荏ξ電流忙聖1す乙

誘起宙黙は一定で無い。

即ち此種用途のサ委電機は可及的に未飽和の劃拓]＼、6使削
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而して吾人はb を縫化せしめて三,を訣羽弥す乙のであ

るが、 hxbが大忙して五,を省略出來る範圍では良い

けれども、 b を減少せしめて三,を下げて來乙◆えb と

EW主が次第に接近し、極端に言へぱ乃=0 の古き即ち

E川の1団蛾に對しては調幣が利ないととになる。

此の故に鞭鐵は十分良質の針垪反を使用すると共に銀錬

加工、熔接加工後十分煉鈍し,、ヒステリシス、ルーづを小な

らしめ、_凡三如を低く寸る様注意せねぱならない。"脳敦

板の積府鞭俄を使川する事は有効であ乙。

五如に依る訓薬防筈を除去tるため{て本調繋器忙於て

はhxb に對しι血が十分省略出,來る輩倒劃では刀即ちム

を直接界磁卷線に作H・}せしめてす船子電1昭の瓢廻窪を行はし

め、低端子電唖の輩倒嗣に入り Em の妨筈:が省略HI.來なく

なつて來る範幽では豫め主電動機の界磁を勵磁すべき定

,御輩直流に依り或る,丘1蟻を獲生せしめて澄き、 4 に依

リ之を峡剛的にW所詮してじ詮駆を殺し,てゆく方法を採つ

たのであ Z)。

分!艇比を大きくしてゆき焚電機の端・fi膨蛾を低下せし

めてゆけぱ、j側隔器の働イ乍古しては並し支へ1煕い範剛内

でも電駆鎚動率が大きくなる。然るに差働式に依乙占き

は端子電座を下げるに從ひ乙は増六してゆき感喫は上る

故に六略・一定の感度を與え得る◆共に Emも相殺せら

れ、誘起電駆を零とすると●もW'來るのである'

S 4.装置の概要

ワード、レオナルド制御法なる故主電動機の界磁は從來通
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EX, IM.

りの眞室省式定電雌調整器附直流發竃機 q旦し小範圍の

電座制御は可能)より勵磁せしむ。即ち勵磁は圧しく

定価に保た乙X故、其勵磁に於て主電動機の述唆は電動

子{て加えらる＼電蛾に比例tる。電動子はレオナ1レド獲電

機より電嘩をイ北給せられ、レオナ1レド發電桜の界儀が可焚

醒嘩式訓整器に依り制御せられてゐるのである。とれ等

の開係を圖示す乙と第5圖の如くであ乙。

本奘置は上述に依り明かなる如く次の三つの割愉~から

成つてゐる。

1 硬電子制御の低竃座制御部分

Ⅱ硬電子制御の高電墜制樹培3分

Ⅲ界磁制御の高迹度劃拓)

而して第 1項に對して前述の差働勵磁式、第Ⅱ項に對

して直接勵磁式を孫用し,てゐて、之等は轉換器に依り簡

單に切巷出來る様になつてゐる。

今一つ本装置に新しく試みられた事頃は電座決定器古

加速器とを分割せしめた事である。從來此種奘置につき

試みられてゐた事は、電墜決定要素を電曝零の位置から

處定の位置にまで動かし、其の停止した位置が一定に保

つべき電座であつた。

例えぱ0~220ポルトの闇に調零す可き装置があつた占

し,て 180ポルトで運轉し度いときは、第1岡に於て分座

器 R の把手を電駆零の位置から豫め耕豆モせられた 180

ポルトの位置に迄持つて來るのであるが、本奘置の勿K急

速に加速し、定電座運轉に入り、制動停止をする如き負

荷忙對して、分墜器Rの把手を短時朋に圧しく180ポ1レト

Regl
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の位置に_止むると言'、事は容易な業ではない。

夫れで豫め 180ポルトで運轉せんとする占きは電座泱

定器の指針を 180ポルトに合せ置き、加述器に依り加述

減述を行はしむ、即ち速度零の位置から至速の位置まで

把手を廻せぱ 0/10 のとき速虔零、10/10 のとき電墜決

定器に依り指定せられたる至述で運側肋ξ出來れぱ寳用上

非常に便禾小6ある。

謡座雛動率、電蛾調整範網、其他の朧討系で一元的に上

記諸條件を完釡に滿足す乙事は困難であるが、贊"驗の結

果に依れぱ大略滿足す可き結果が得られた。然し此の經

驗に基き今少し條件を樂にする小、制御1回線を多く tる

小せぱ更に滿足tベきものとなる自信が得られた。

S.5 試驗の結果

本奘置は発負荷回禅力の 300%に近い起動回惇力を

以て迅述に起動し、定述運熱,に入り、發電制動に依り急

停止を行'、ものである。而して調整範圍は最低電墜占最

高電座の比は十數倍に及んでゐる。工場試驗の結果は大

略滿足す可き値を得る事が出來た。即ち最低電墜より最

高電墜の闇の何れの値に於ても端子竃蛾 E,の燮動は

士0.15%程度であつた。制御1可路を今少し数多く採れる

か(本装置は遠操式である)、或は最低と最高電壁との

閥に於て一二回簡單なる調整が許され、ぱ(本装置は單

一調整二働作に依る謝節である)、奨動率は更に良好と

なり得るのである。
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S 6.結 言

本装置は未だ寳地試驗の詳細忙就加て霞表W,來ない

が、工場試驗の結果から考究して贊用上滿足す可きもの

主信ホる。唯最勧に回路定數を良く合せて置く事が超對

必、要であつて、工場試驗に使用した發電桜及電動機は糧

々の都合で師ホ戸工場占長崎工場主で夫々製作す。)似

た機械で試驗したので回路定數は少しく異つてゐた。運

轉の最勧に十分回路定數を合せて置く事(とれは蓮轉の

度毎に合せる直、要はない)の如何に依って結果の良否は

決定する故に最初の訓整は十分に行はねぱならない。眞

夷人電才發

室管を替えると調整を行'、必要があろ。夫は直室管の定

數が鑓るためである。

前述の如く本奘置の試驗結果に對する量的報告は未だ

出來象ねる次第であろが、何れ裟表の機會が與えらる＼

事占思、'ー

終りに際し本装置を述んで斯る六容量機に採用する桜

會を與ヘられ、_且つ絡始有益なる符併旨導を賜つた御註艾

元に深く感誇}占敬意を表tろと共に試験、調整に御努力

下さつた祚戸工場試.驗係永松技師、伊藤技師に厚く感附

すろ女第である。

星合正治:

向井庄太鄭:

利島藤助:
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三極放篭管を朋ひたる確艇朋整力式(堆氣學會劉鋸志昭利U年5打耽649頁)
弓皿1苞謝ε工尋、と 1琶子生ミPI

眞空管自動電艇胸黎器(延信吉地氣試驗所錦一部栞般第10卷第3挑81頁)

眞空管型發"靜鄭幻唖白働調整奘置(H立評論昭和Ⅱ年3打蹴185了D

眞空管に依る直流篭動機の迹皮胴整(鼈氣學會訓歸志昭和12年81W北6飾頁

眞空管に依る可鎚1御墜制御に就て(第19回聯介大會講演豫稿6-9)
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一次コイル、"1D反二六コイルを鉾ゼWに配置せる

鎚座器を、碍管容器内忙收納せる測に於ては、碍管

の電座降下が上部程大きく、下部に至る程小である。

叉、鐵心の電位は不定なるを以て、鐵心と碍管との

距航は相常大なるを契し、碍管の内徑を六ならしむ

る故、床面積の堆六する欠謝がある。

本築は此の欠黙を除去すべく、碍管容器(1)を、

上部(2)及下部(3)に4卜劇し、該容器内忙收納せ

られ、一女コイル(4)及二次コイ1レ(5)と鎖状に亥

叉tる鉾戈心(6)を、上下1同部分闇に挾持せらる、

支持金(フ)により中問に支待せしめたるを以て、

散心の竃位は支持金(フ)占同電位となり、叉、

次及二次コイjレ(4)(5)を鐵心61て對し對稱的に配

置せる事忙依り、上下兩碍管の竃位分布は相似、とな

(登録贊用新案第 30蛤船枕)

リ、殆んだ均等となる。從て、鐡心碍管問の超縁問

際は上ヒ岐的小ならしめ得ベく、回、、高さ及内徑も小

主なり、超縁を容易ならしめ得る效果を有するもの

である。 (菅里予)
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Heaviside 演算子法に對する新しい考察と

その電氣回路解析に於ける應用(1)

ノ七坐゛官'坐了乙γ音Ⅱξ11

夷 J、電才發

§ 1.1.緒 言

1911f紀末、 Heaviside ①力ξ、所'三誓 Heaviside 1寅僻:子

法なろ便法を發夫して以來ひ日に至る迄40年餘、此の問

同法に對する直按朋按の研究は極めて多數にのぽり②、

以て如何に多くの學岩の興味を惹きたろかを物語つてゐ

乙。而して Heaviside が此の力法を独表したる常時に

於ては、その内容の理論的桜捺が充分なら゛、その結果

の正否は、それが通常の解法によろものと一致するか否

かにより解められて居た}伏態にあつたが、その後、 T.J.

1'A, Bron)wicl〕, B. van der p01 及ぴ' 1<.W'.入入lagner

その他の諸學岩により、所削 Laplace 槌換法の利用が

提唱さ乙乙に至り、とれによつて一見演幼:子法はその理

論的背景が完成せられたかの如くに信ぜらろ乙に至つ九

のであろが、最近にはその理論的背景の前に、 K.W.

入Vagner の著、+1:"operatorenrechnung "力ξ華々 1/く

腎場したのであろ。イj札<一力とれに茎N<異なる見解

を有する研究岩もあつて、最近の電氣學會誌上に於て活

1發なろ壽1論を行たつてゐ乙禾早.であろ③。

筑者は此のー、二年來f演算子法に關し、少からざろ

興味を抱き乍らも、從來の力法に對し、ぢ倉廉らざるもの

を感じ、完至なる力法の出現を存ち望んでゐたのであつ

たが、最近たまたま自らその研空に携は乙機介を得・、あ

る程度の成果を得たり主信ぜらるるに至つたので、と＼

に標題の如き題目の下に一艾を草し、大力の批判を仰ぐ

次第であ乙。尚、本研究に種々符W更宜を輿へられた堀研

究部長並に貴重なる御助言を賜はつた更田技師に深荏な

る感謝の意を抹ぐるものである。

§1.2.新に考察された演算子法の一大特徴

第1岡に示す如き結合回路に於て、劾め蓄電器 C に

一定の電荷 Q を與へて為き、ある瞬閥 q=0)、 S を閉

第

a) 般的老察

岡

R

ち'た七する1博、ー・りぐ竃流 i.及ぴニリぐ電流 i。を求むる問

題を老へて見るのに、通常の解法に從へぱ、

(t>0)

97

ι,π1-・十 jz,dt十U-Z-=0,
di。 di,

ι。ーー^十 Ri。十ハ1-ーーΞ一=0, q>0)゜dt ゜ dt-'

なる微分力稗式を適常なる初期條件の下に解けぱよいの

であるが、此の際窃期條件(Sを閉ぢた直後即ち t=+0

の駄態)は

ι,ι.-U゜→・・0 なら

i,=0, i。=0,靭期電荷=Q

ι,ι.-U'、'0 なら

f 雄

利1對む荷=Q

で叫へられる。然るにと＼に注意さるべきと◆は、叶の

解法に於ては、 tく0 に於て築1鬮の如く與へられ九駄

態の外に、尚所製の觧 i,(t>0)Z之ぴ i. q>ののー'部

(即力五挽 i,及ぴ五祝 i.)を知つてゐなくてはならな
i→、+0ナー)+0

い主い'、ととであ乙。換言すれぱ、か＼乙解法に於て

用'、乙狗川剛傑件は、所求の觧の一都をなしてゐるのであ

る。

カハる勿期條件を豫め求めておくと占は、簡單な回路

に於ては兎も角として、少し,く複雜なる回路にあつては

相當の困難を伴'、ぱかりでなく、往々にして胆、はざる誤

をさへ招ぐ嵐れなしとしない。故にもしと X にかX る

i=+0 の駄態を豫め求めておくととなく、單に tく0 に

',ー・・ 1>f.牙',,'0-、cjマ、ゾ・,

ー^

C

、T-

S

入1

1!き ー^

錦

L2

1

Ξ

ι
、
ι

コ

1

Q
d-C

篇

.
Z

塁

.
ー
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於て與へられた状態のみを知つて直ちにM・堕の解の得ら

れる如き力法あり主tれぱ、それによつて多六の便盆を

得ると●がW.來乙であらう。カハる力法のーつとそ、川]

ち本女に於て誘明せん主する演算子法を利削せる觧法に

外ならないのである。との演算子拶"去によれぱ前述の問

題は、上記二つの微分力程式上 tく0 に於て、ι,ι。-U゜

の零な乙主否主に開せ中、

Z,=0, i。=0,叫へられオご遊水1=Q

なる條件とによつて觧き得乙のである。そdX劉祭は第11

篇に於て明か占せらるるであらう。

§1.3.微分方程式の記驍的解法と演算子法

以下本女に於て、單に微分力程式と云へぱそれが常微

分力程式なら常係數絲型のものを、偏微分力程式ならぱ

染絲型のものを指すとととし、その他のものに就てはそ

の都唆断りを附すると●主t乙。と＼に準線測とは、た

1でノ＼ 1・士'

菱人電才契

Heaviside のおへ力の理論的畏仏ヤは頗る11、11躬、6腫々の困

挑を藏してゐるのであるが、その中のーつとして、との

、b法が、所調受動1可路に對しては兎も角、一仰1_荏常な希

果を輿へるが、能動河路に對してはその直按適川が不司

能どなるホ:資があろ。と11はまさし,く、 Boole 繊によつ

て論ぜら,れた前述の,氾窃顎W界法が、(1.2)式の井觧を求

めると主は出來ても、その一般觧を求め乙ととはW'來な

小つたホ1こ堂t腔1すろものであつて、もしその一般解を永

むるに都介のよい1剛虎的解法が見W,されれぱ、その利川

により、演算子法による能動回1各觧析も自づ占可能主な

ろととが豫想される。從つて次の如き對鱸既"系が得られ

ろ。

JI

Σf,、←,,,・,・・.・ι, jン,・・ι,・・,)

・^OF (%, y, Z,・,; t)= G (%, y, Z,・・ t),・,・・(1.1)

の如く、少くとも a/研(便宜上 t は時朋雙数主する)に

關しては絲測で、それの係數には tを陽に含んでゐない

ものを言'、とととtる。

抑々 Heaviside 演算子法は、微分力程式の紀粧的鯱

法の一發形と新做されるものであるが、艾南解てよれぱω

微分力程式のi氾琥的解汰は述く Brisson a821,23),

Cauchy (1827),上oba杜0 (1837), Gregory a841) A〒

を經て Boole a釘7)により頗る郡細に論ぜられた様で

ある⑤。併し,その對象は、たとへぱ'微分力"式

'=n

(k

R

C

.

气モモ、111しノー、

(H一法ど略稱す)法の梯形の解析

""゜エー丈能列ル嘘台

法と略儒す)力法のー、,馳t川の解析

f(0),①=Σのひル)-0(n,(0・.、1 ・)

の1キ1畔

F,(t)= j(D)-16(カ

を求めると主に止或り、そのー一般觧を,i瞬虎的に求め乙所

と11フ抄へられて居なかつたらしいのである。

Heaviside は力1にとの祀窃牡打解法により q.2)式の

特觧を求むる方法を少しく¥形し,てと'れを心氣1川路觧仙

に利用し、その觧法の簡易化を寳現し,た最利の人であつ

た占老へ乙と主が印,來よう。併北次色祝こ於て述べ乙様に

との朧U系より見れぱ、 H・一法は、それが修正された貌

に於て、 N-一法の中に完発にその一都占して包含されて

了'、鵄が朋かとなるのである。

§ 1.4. H、ー・法の概略前説明

1順庁主して、同路解机に對tるH-・法の廐略的詮明を

なす。簡軍.の爲、第21鮒に示す如き例を主つて見よう。

"

1、Ⅱ

,

(1.2)

F

第 2 岡

即ち tく0 に於て1亡く鮒'勢されて居らぬし, R, C 直列1叫

路を、i=0 の艇隠 S に於て閉ぢ、一定電座 E にて附

勢したる時、 t>0 に於ける回路確流 i を求むるには、

イ散分＼ブj程i七

ι・dt・十Ri十 C'.1idt=Ξ,(t>0) (1.3)

を籾期條件

・'・。・0,0'・。・(.f汝>・。・ 0
0下に解けぱよいのである。とれを通常の力法にて解か

ん主tれぱ、先づ'(1.3)式の不)'桜分

S

三



q二丁Z'dt= C五+ε一'U(A COS βt→・・B sin βb

i-一ε一説((aA一βB)COSβt十(aB+βA)S血βt
(t>0)

(イ旦し、α=R/2ι,庁=・Cι
を求め、然る後、窃期條件を老店して

を算出し、結局所要の電流i士して、

q.5)i=^ε一ω Sin βt,(t>0)
一βι'

を得乙にあるが、 H一往にあつてはとれを次の如く簡單

1て解ける主云'、のであ乙。即ち(1.3)式に於て

人電才發

たるにも拘はら中

1 ア
Sln

◆すろ)α゜>0

,

q.4)

方法によろならぱ、 d/di・=D ・として

J、ーリ:1キ・才11/＼

1・・

を導入して、

q=ε一齡(A COS βt+β Sin βt)+

延{こ所削卵.付1凾鰍

i>・0

iく0

(1.3)式より

五

ιD゜十RD+ー・、

j(aA一ββ)COS 加十(代β+βA)sin βiし

(1.8)

を染く。然る後アを1合も代數,氾琥の如く¥〒做して、(と

1しをイ・t數イヒと 11乎ノしでゐ乙)三ナくの勿1く i を討11司'、乙⑥。

・・五11
1

ιア十R・、
Cア

五 ア
(1.9)1,^

ι(ア十α)゜+β゜

βt l, (1.10)
^

山、と＼、6 (1.9)'七より(1.10)工勺を創'工1する際、 1
1

なろ凾W女に作川(operate)されたアー1=
.

ア

i=Dq= ^■一α/.^

(卯一"十・)'ー.,,

.

十D

の如く計算し、特解

1

99

ι(P十α)゜+β'

一五

ιD゜十RP十一ー

が得られ乙のである。

力K の如く、 Boole等によつて論ぜられた言聨虎的解法

を僅かに、單位数凾を附'加して使用する◆い'プどけの焚

形で、かくも瑞しい相述を見W.ι、た Heaviside の卓見

には注艮すべきものがあつたのであるが、殘念乍らその

理論的根扱{を明かにするととがなかつた爲に、次節に述

べる価々の欠陥を後・批に世し.たのであつた。おそらく被

はある簡單な問瓶に對して、通常解法による結果と、單.

位凾數の使Π・jの下に推めた演算子法による結果とを比岐

して、兩者がよく一致するので、深くその打L心を纈ると

主なしにそれをそのまⅦ昆挑な問麺にも適用して行つた

ものであらう。今三より見れぱ、前にも述べた如く、直

接兩者の一致する場合は、受動1回路の場合に限られてゐ

るが、賢際問題として受動回路解析の場合が多くぁり、

叉所'1丹電"定理を利用tれぱ、冏按に能動同路への腰川

(1.6)

1

E=C五

ιD゜十RD十・・,

σ.11)

1

D 五=0

ιD゜十RD十一

d、、ー'」二1

(1.フ)

を求む乙には、祀枕的力法を用'、るが、 q 叉は iの決定

に1まi唐局通兇ゴ艀法に於け乙如く、力之1髪にネ刀朔條イ牛を牙5'眉

して枝分常數を定め乙とい'3泌僅を經ねぱならないので

あ乙。然乙に H一法に於ては、而述の如く d/dt を D

ではなくア●〒井き、 1 な乙ル1轍との騰1嚇に於てアー1 を

'f. di 主誘へ、 i聨虎的討・11を行なへぱ
D
五= q.]2 〕0,

五1=

1

=-C五 B=ー

q.13)

^^^

=菱

と老へて・誰支へないので、結局H一法{こ於ては、川へ0,

nた徴分力郡.式に於て、 d/dt をアとし,てそれを代畷イヒ

して創・耳を進めf最後に )-1 .

0

なへば所要の解が得られるとい'、ととになる。とれを

Heaviside D■ljの Boole 鵡qこよつて盲兪ぜら11オこイ段分フj

稗式の二聨虎的餌ヲ去主此岐すると、その形は似、てゐるが、

その内容に於ては薯し,い相述がある。即ち Boole 等の

d

コ
"

.
ー

Ξ

十a一十D一(
1
ι

i

乙β

0

Cα
β

.

一
]七仂てし1一tdjを

丁 .

i
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も 出來、更には不完至乍らも、分布定敷回路への形式'酌

適用も可能なろ爲、後の學者の注日すろ所古なったもの

、老へられろ、

Heaviside は叉、分布定數回路解祈に關聯して、凾數

の漸近級数展開を求むる方法を提示してゐろ。た主へぱ

フ・ーー,・,"(,・1-、・・ー"), q.14)

の漸近級數を求むろに、上式の左緩を>アの翠Uこ展.開
し一C

(1.22).

)ー

なる帯き力をせねぱならない。俳しとの轡き方を採用す

るわけにはゆかぬ。何主なれぱ、た主へぱ周知の如く、

q.20)

菱人電才蜑

1/ア
f l)+1
ノ

の如くし、

1~1/ア(1-V、ア、+ 1)-1/1)゜十

~(1+ア十1〕゜÷・・)1/1) 1

ー(1)十プ・,・・・)1,

七い'、のである。

§ 1.5. H一法の欠駄

N一法の某礎を確立すろ前に、 H一法の有tる糧々の

欠黙及ぴ暖昧なる諸勳を明かにしておかう。

(1). q.3)式より(1.8)式を導くととに就てのチ里論

的打甘康の欠除及びアの代數化の意味の暖眛た乙と.、

との結果は、た主へは

d" 1

ア"〆ア 1=1 di" y元i、

1

/'-1,1/πt '

なる古女、

ア"1=1

1/1) 1
(ー)",/,fl+11、 1~1ゾ"πt (」.1フノ,

J

の如くなるが、と1しを q.14ナ式の右邊より工1出して見

るの{て

(脚赴)

=1 (ーン._(2ルX
=γπt 力k4b" ,

1 ・ 0,(π= 1,2,3,・・),・,(1.16)
d"

dt"

)1

バ U〒め,,、,0),ー.1ル(子f"

h-L・山血■斗灰船岡}).

(1.15 )

( 1)1)ニ

ι一ι'巳一t ゜゜一ι

j。V嘉"・ 1,,ー""・ j、,,、河'
如ε一ι

f l/πt

ソアあろが

0・'・・).,

1

イ・・a、ー iy rr

、

であるから、との右鑁第2項忙順次部分積分を施せぱ、

もしー(1.16).七の關

な乙困難に難着するのである御。

(2).(1.16)式dオ網係に對する疑惑の存在。とれはす

ぐ前に述べた、 q.20)式からもわ小乙と主であるが、更

に次忙示t如き矛盾をも惹起するのである。 Boole 等の

なろ赦、 1

(ア十αy十β'

1)=

( 21Z).1
(ー)"・・ー

πノ(4tン'
,

(1.18)

モなり、(1.14)式の左盤より得.られ乙結果と一数す乙

触隔上、 Heaviside が如何にしてこの1滞係に心]、ひ削きたる0

は興味ある嘔であるが、 ca玲on ⑦によれぱ、おそらく熱

傳導に關する微分力程式の解より暗尓を得たものなら人と
1'、_ミ、。

記琥法によれぱ、 f.(D)及ぴ'f。(D)を夫々 D (ニ・・)

,.(.・ 11、ニ・"')~,,ーン

_L ア
α2

の有チ甲凾數とす乙1時、

j,(D) f,(D)・・'f。(b) j,(b/・

であるべき筈であ乙が、(1.16)式の"鋤系の仔ΥFは、とオし

を成りた＼しめない、た主へぱ(1.9) iはり q.10)式

托移乙際、

(1.19)

)1-^ 1+.P

1) 1
()+ ayi、B三、1=11一ε一川(βCOS βt-a sin βt),

七すれぱ正しい結巣が得られ乙が、

係より

0, (1.2)
(1〕÷ ay十/ヂ

オ、れぱ

(1.23)

1
1)

0
、

α
1

十

三

2

モ

1(
1
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ー
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一
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であるが、(1.16)式の結果を用ひれぱ

(ア
1 。

十αy十少ア 1

と書かざるを得なーからである。との矛盾は至く、(1.16)

式の關係K由來してゐるのである。

(3).たとへぱ第2圖に示した回路に於て、鷲電器C

に籾期電荷が存在する場合、或は誘尊工に籾期電流が存

在する場合、更には叉その兩者の存在する場合等の如き

所調能動河路の解机に對してはH一法は無力占な乙。

(4).ゾ'アその他のアの有理凾數に非ぎる演算子
凾數の定義の欠除。

(5).i斬近展開に關する方法の基礎の不明砿。成程

a.14)式に於ては兎に角一難見掛・上正しい結果を與へ

たがとれは至く偶然であつて一般にはその然るべきと主

を主張すると主は川來ないのである。た主へぱ

=1^ε一畔(β COS βt-a sin βi),

(ア十α)'十ず

1

菱人電才發

.0

(1.24)

H 一法の演算の進行が殆んど全く想、ひ附きの逹續であ

り、とれを極言すれぱ、"かくなる故にかくならざるべ

からホ"といふ必、然性は見られホ、"かくすれば力K な

り、しかもその正否は他の方法によつて得られたろ結果

と比較してはじめて判明する"態のものであるととが窺

はれるであらう。もとより如何なる場合にも想、ひ附きの

重要なろべき事は言を俟たないが、そのある程度の裴展

の後は、それがよつてもつて立つべき基礎を吟味tる必

要があらう。然らざる時は往々にして重大なる誤謬に陥

り、或はその誤謬劃明塗せんとして姑恵、なる手段を弄せ

ざるを得ない結果に立到るも測り難いのであ乙。

§ 1.6. H一法と工aplace 燮換

力K て前節に撃げたH一法の欠黙を修正し、完至なる

演算子法を樹立せんとする試みが多くの人々忙よつてな

されて來た。との巾最も成功を收めたものの如くに見え

たものは所調上aplace 發換を直按叉は問接に利用する

ものであつた⑨。との簗換を利用すれぱ、前節に述べた

る如き種々の困難に池遇するととなしに、問題を解き得

る事が明かにせられた爲にf演算子法と云へぱ即ち直ち

1て工aplace 焚換の京であるかの如き、叉は演工1子法の

基礎は工aplace 焚換法にあ乙かの如き考さへ行なはれ

るに至つたのである。ao)

併しとの老へは妥徳'ではないのである。後章に述ぶる

所より明かとなる如く、演算子法主 Laplace 奨換法と

は至く獨立なのである。とは云へ至鼎y煕開係であるとい

'、意味ではない。獨立ではあろがその鬮には極めて籟接

な關係があるとい'、のである。而して此の仔矧系を利用す

れぱ、演算子法の適用範園を更に擴大するととが可能占

なつて來ろのである。とれは恰も、大阪より゛戸に行く

に、陸路自動車を以てするととを演算子法に、海路汽船

を以てするととを Laplace 焚換法忙たとへられよう。

各々獨立に大阪より祚戸へ行き得るが、更に四國の高知

へ行く事を考へて見よう。それには陸路自動車を以て直

接行く事は不可能であるが、海路汽船にては直按その目

的を逹するととが出來る。俳し、たとへぱ、高松迄は海

路汽船にて、高松より高知迄は陸路自動車にてといふと

とも可能なのである。もし後考を選ぶ時は、前老の場合

より速く目的地に到逹し得・るといβ、ととであれぱ、汽船

より自動車に乘換えただけの利益はあつたと見てよい様

に、 Laplace焚換を用ひて行なつた計算の適宜の中途忙

1-11-1=1ει1 一旦・"- dt
IC就ては如何であらうか、 H-一法によれぱ左緩からは

ゾン
アー1

h={1

,

1~(1+1〕+1〕゜十・・・・)1/1) 1

~1(1十^十 十 ^

1/πtd 旦
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士なるが、右邊からは

コ■^^

1・-41 L"・j,フー'

,(211)!(ー).^
πノ(4t)"

7J呈.0

であるから

NI・・一凌~4.'・・ーーΣ一・'1.・)
(1.26)

となり、(1.25)式と比較すると、前者忙於ては 1ずな

る項が欠除tると主となり、 H一法の欠陥のーつを表明

してゐるのである。

是等の諸欠黙を老慮しつX、前節を再ぴ頑み返せぱ、

,

(1.25)

(メカ

三

ι

嘉

"
Σ

1
π1

ー
.
)

π
(死
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"
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於てじ演笄子法を利用すれぱ、前者を用ひた結果竿入さ

れた複素裁分の一部、叉は至部が、後者忙よつて筒單に

計算され便盆が得らるるとととなろのである。勿論此の

珍擢寅算子法の擴張がなされるのであるから、 Laplace奨

換法は演算子法の基礎を與へるものではなくて、、演工1子

法の擴張の基礎を與へ乙ものである

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

◆い'、と主が1_1.'叫(

0. Heaviside: Electromagnetic TheoTy11.130 a899)

府凱節雄:ヘビサイド淡":子法(心気工'喫に於ける最近の数丹り(昭]4)

岡村一櫻非:'"与L志 61 469 (昭16)

膝原松三鄭:微分力府狂薪倫 441 (昭15)

その概略に就ては、たとへぱ上,氾膝原愽士のX冉 16 頁及ひ

A.R. Forsyth: A Treatise onDi丘erentialEquationS 71 (1921)

分ぐ宮健夫:微分力仟式論(應用数學錦Π卷)等を參照の弓i 26 (昭 16)

交献(2) 4 真

J.R. carson: Electric circuit Theω'y and operational calculuS 52 (1926)

1度旻堅
ιdit . 」 1-.

才F 28 387 (1昭15),リ三 1 [!」

たとへぱ

林靈憲:',に訓1 29 771 (昭 16)

櫻井 11ぶジミ:"写琵志 61,515,517 (111{ 16)

"と与晞命 2,360,364 (昭 16)

伊j靴点之助:應j"物'11! 5,418 (昭 ID

K. W. wagner: operatorenrechnung (194の

岡村迩:Ⅷ1 訓ミ 29 741 (Ⅲ{ 16)

菅野正雄:"自「H誌 62 (昭]フ,3 j1劣D

"邑尋舗倫 3 (昭 17,3 Jj劣D

るのである。たまたま、從來のH一法は寶に故下章多き肖

動市だつた主云へよう。此の故障の因つて來乙畷因を追

求して、とれを修圧したる結果、完至な乙姿士なつて出

現したるもの力U扣ち次章以下に於て誘明せん占すろN-

法に外ならないのであろ。(その一部ぱす~6に電氣學介

誌上に發爽した。(U))(續く)

( 6 )

(フ)

( 8 )

( 9 )

參考交献

aの

(11)
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S1 緒

今日ポ」レトを使はぬ機器は珍らしいが、其のくせそれ

1て對する誘慮は案外拂はれて居ない様である。ポ1レトを締

めろスパナの腕の長さは日本標準規格に依つて定められ

て居るが、それを使'、人に依つては勿論の事同・一人が測

めてもその作業姿態に依つてポ」レトに發生する力は枯元

励沖危圍に焚はるものである。

アルミニウムづスの如く熱膨娠糸數の大なるものではポルト

忙與へる緊座に細心の注意を拂はねぱならぬし、*流f

クラムパーの締付ポ}レト等には緊唆の一様性に耶鴛'を置か

ねぱならない。

斯るものに對して寺通のスパナを使川したのでは共の

月的を充分に逹する京が困挑であつて、此處に制限スパナ

の必要倦功§生゛る。市11限スパナとは一般忙一延モーメント

を出し得る様な織造のスパナを三"、ので、之には發條式、

沽雌式、'氣式及摩擦式等色々あるが、今此處に妓も勧

單に峡作出來る礎條式の一例に就いてその設定法を簡軍

に紹介しゃう。

制限スバナの設定法

菱▲電才蜑

畔戸製作所

(r, R,α及ρはそのポルトに於てーラどなる故)所定の

U を與へてやれぱ良い事になる。即ち制限スパナは所定

のモーメントを與.へ得る構迭にすれぱ其の目的を建成し得

乙譯である。

(D 式を用ひて Q に對する U を算定して缶部長スパナ

を製イ乍するのも良いが、ポ}レト及丁寸の摩擦角ρの価が

喪等で定めると1測捺との誤差が相常六きくなる心配があ

乙ので、Q に對す乙 U を贊,驗的忙且隆ろのが最も良い。

ポ1レトの引張力 Q を知ろにはその伸ぴを調べ、ヤンづ系

_毅より伸ぴに相常す乙腰力を算定すれぱよい。かくして

一定モーメントに窒1するポルトの引張力を賢驗的忙知る鄭

が 1_ド'來る。

川の如く、き主った太さのポルト忙對する喝何長力ー

モーメンドの畔れ系をホ別湖にし、て置き、りく忙モーメントを1"

示すろが如劃付造のスパナを使用tれぱ、此のスパナを使

剛し,てポ」レトに輿へ九引張力を知乙事が脚'來ろのである0

S3 實驗法

贇験には第1圖の如き寸法の軟錦林ルト1色リ,、ガ及%"

を各2本宛使用した。叡てナ.介を締付てポ}レトに引張

力を礎生せしめナご場介、ナットの高さ巾に含まれるネ子1,11

の何處に力が懸って居乙かが不明である。從てポルトの

伸ぴから歪を算出.する場合に、若しポ}レトが短いもので

103

制限スパナの偶的はポ1レトに所定の駄力を輿へる卓に

あるが、ポ1レトを締るに要するモーメントは

d,

h,,1

ル1=QI'〔tan (α十ρ)十^tanρ〕
Q=ポルト

r=ポルト

α=ポルト

ρ=ポルト

R=ナ,りト

U=ポルト

となる。故に

の引張力

の有効年祁

茲卷角

及ナットの摩擦角

の接觸面の平均半郷

叉はナ.り卜を候るモーメント

U=

広〔tan (α+ρ)+^tan ρ〕
從って我々が所定のサ1張力 Q をポ1レトに與へたけれぱ

5N

1

( 1)

U
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X三ホ'ノν卜の Molncnt" stTain cunで

=1 1回n ●

2回口 0

3回口 X
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2 回口 口

3 回Ⅱ 血)

C=訂定此線

gノご>弐う

武ゞ
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28 ビ

八10ID0訂1

築

y

亥

1000

鄭窯之膨〆

第 3 圖

●'ゞ

あれぱ、それが大きな誤差となる。ポルトがナ,寸の高さ

に比して充分に長けれぱナ,寸の何處に力が懸らう占も

算出される歪の誤差は少くて腕む。か、る理由尓ら第 1

圖の如き長いポルトを作つた。此の場合にはナ.寸の高さ

は lg/,可yノ及%b では 11n〕m,13mm 及 16mn〕で

あろから歪の算定誤差は最六の場合で 2.1%,2.5%及

3.1%となる。

六にネずを切らぬ部分をネ手の谷底徑と等しくしたの

はナ・介で締めた時ポルト至體が一様に伸る様に占の理

由からであろ。若し谷広徑より太けれぱ伸ぴの多くは

ネ子の部分で裟生し歪を算定すろに當つては眞の歪を知

ろ事が出訓でない事忙な乙からであ乙。

尚伸ぴの測定忙便利なろ様ポルトの兩端に半球の突起

を附けた。斯かるポルトを芽氾鬮の如く鎌剤女定盤忙取付

け、第3鬮の如き装置でナットを締付て、づイアルイン手ケー

ターではボルトの伸ぴを見、ゼンマイ秤ではその時のモー

リ10o fΠ10

/J
kⅡ mm

4

'/ V、"ノ"^
,/゜/訂定仙y/,/"定゛

ノ〆'
10 ・/'倖 "J

ノノ/,ノ

ノノノ

ポルトの仲ぴとスパナーの モーメントとの
開係を測定する装置

τ1驗小」り仙 1/'
'＼/
;ノ＼
,y /

滑車移動

移動滑車

./

ノ
/'

.ノ

ーー,

1200

ーゞ"

中/
2

ン
/'

/

'ノ

1400

^
ノ

ントノ1

200

1川1

1600 18(川

ハ1= -d,'の少〔tan (α十ρ)+・・ tan ρ〕

ノノ

メントを知つたのである。 1本のポルトに就いて3回夛畔帝

めて叉綏める主言'、,、合にして3卸の認録を取つた。

§4 實驗結果

斯くしてスパナのモーメントとそれに對池するポルトの

伸ぴの線岡を揣くと第4圖~第6鬮の如くなろ。此等の

岡に於て#1,#2の岫線が原黙を通つて居ないが、之れ

はナットの下のワ四シ卞一のバネイ乍用及イン手ケーターや

ゼンマイ秤等の誤差の集裁であ乙。若し仲ぴを測定するの

にイン手ケーターを使用せホにポ1レト至長の燮化を直頑す

る様にマイクロメーターを使用すろ古曲線は殆んど原黙を通

り'且つ#1,#2 に各平行なろ制功新号.られる事を耐勤られ

る。從つて#1,#2の曲線はいきなり原黙を通る様に.ド

行移動せしめて差支へない。尚上記マイクロメーターに依る

測定主此岐して、イン子ケーターに依る場合は定鑾の璽縮聳

が誤差となつて入つて來る様に思、はれるが、上酬皎の結果

は殆んど差のない事を認めた。依つて時闇の非常に節約

出來ろイン子ケーター法を採用した事を此處に附記する。

贇線は#1,#2の曲線の平均線に平行に且原黙を通ら

せたもので、此れが求むる"伸び・^モーメント曲線"で

ある。

扱て(1)式は更に

400

゛ノ"十 J
,C

600

"

/

2ゴ

6
4
2
0
8
6
4
2
0

4
4
4
4
3
3
3
3
3

三

6
 
4
 
2
 
0

2
 
2
 
2
 
2

一
.二

甲
一

十
プ

ア
ル
ミ
、
フ
ラ
ス

1

"
一
^
司
j
/
、

.
亨
す

ソ
.
ソ父

11
十

ゞ璽

セ
ン
マ
寸
秤
ワ
 
d
市
口
ー
プ

三
1
 
轡
ノ

玲
玲
W
口



46
5倉ホ'/V 卜の Moment" strain curve

二1 1 1"111

2 回目

3 回11

二2 Π"1"
2 師1Ⅱ
31"1"

C=弥定仙線

34

32

1/Ⅱ田τ"rn

菱人電才契

'ノ;

112 ノノ

/r
.ノノ'

4
ノ

X
ノ

,
ノ'

'ノ

ノι

〆,イ
.

'10'ノ':

,レ
ム

?

,ノ'

ノ:

ノノ:

,ノ

ノ

ノ

"ノ

ノ

"゛

1

ノ

ノ

i"

●ノ"

門

..

卓ノ

ノ゛

ノノ

6

4

2

.J
ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

400 800

ノ

ノ

ノ
ノ

ノ

ノ
'.

'ー

ノ
ノ

'゛

ノ

り定仙

貿驗中均仙

ノ

ノ
ノ
ノ

ノ
C

12U01600200O NOU 2800 兄003600401川440048UO

、、
、、

UO0

Momm【

第

1 工互ホ'ノν卜の MomeΠ1.Tenslon

%ポノレトの Momcnl、 shaln curYC

k旦「11Π1

5 1叫

二1 1【"Ⅱ1

2 回目

3 回口

=2 Π川Ⅱ

2回Ⅱ

3 回口

C=訂定Ⅲ】線

90

28 帥
ヒ

105

ノ

,ノノ

ノ

ノるノ
ノー

1 1 ,

/1゜
V

二2

ノ

ノ

ノ

ノ
"ノ
ノ

C

10〔川

此處に

乍「驗小上」Ⅲ1線

200り 3000 4000 5000 6000

2200

2000

ニキ ナ,ι捉る{"]"/J

第 7

Mom〔・"1

弟 6

易"ボノυ卜の Moment.T

櫓'"ーーi

kg mm

剛

111=KO'ι df'

『^T-,ーー

戸一ーーーー^ー^一「一.^

L宕 111rD

1^"jj

1600

K=π・〔tan (α十ρ)十^tanρ〕

7000 8〔川0 91川0

1400

グ'=ポルトに發生する引張力

d,=ネチの谷咲の郷

-1

なる散

CUW

800

1600

ーーーー},

400^^

200-

1 /

1 ,

(3)

1工「丁,1hl

斗00 800 120010〔川 2{川02斗0028003200 360o q{川0440fU80t

P'ー

(相'し吐ヒの場合は、長さの方向への歪は引張鱸力にのみ

依存し捉れ應力には依・存しないと見做し、捉れを考慮に

入れてない。)主な乙、

盛數Υ西を入れてやるとウイットウオースネ手では K=0.167

七なるから、此の値を(2)式に代入し"て

一]^

、!

(2 )

U=16フグ'=167×2X S XI0' kg mm-・・・・、全,ノポルトに對し

ハ1=360 dι=360×2X S XI0゛ガ ヲ会ノノ ノノ

111=6600'ι=660×2X S XI0' h 34/ノ ガ

-1

、_.1

ーー・→
一→

1
1_"_]_

剣驗小均村

H祝血"

800

-Y-

才 '乃捉0 回Jりカ

錦 8

^^^

一NC
一
、
三
.
'
ル

一
/

1
 
一
」

二

一
」
一

一
]
一
 
1

1
一

一
ト
」

」

ノ

ー
ー
ー
.
を
「
 
1
 
ー
,

r
 
'
 
t
 
」
 
r
 
.
 
F
 
+

ノ
[
'
「
一
.
 
E
 
r
 
1
 
ー
゛
.

」
、
ヨ
!
 
1
 
J
 
.
 
r
 
+
'
 
f
 
r
 
、
コ
 
r
 
L
 
、
,

コ
上
 
f
 
ヨ
ヨ
尾
 
f
 
r
 
'
ー
.

T
 
1
 
1
 
E
 
「
■
コ
ヨ
を
"
を
】
,
.
ー
'
.
[
ー
.
'
.

ー
ヨ
゛
 
E
 
.
ー
ー
ー
」
冒
 
1
 
ー
「

「
,
一
 
1

ー
ー
ー

一
」

1

1
矧

一
一

三

ー
ー
ー
ヨ

ー
」
ー
ー

」
'
 
i
 
1
 
ー
ー

ー
ー
ー

008

ー
ル
ー
の
引
張
力
 
k

0

刀

6

ニ
,

,
 
1
 
t

0

1
 
E
 
+

ト
,

ノ一
一

卯
1
0
斗
.
0
十
0
 
[
,广

え

4
2

を
 
r

d
2
.
一
.1

R
一
ナ

宏

ノ
ノ

ム

004

1

0

」
1
 
02

ノ.
.
'
゛
.

8
 
6
 
4

大
一

●
O
 
×
/
耽
◎

ノ,
り
.

<

ノ

ノ
事
,
一
.

ノ

ι

ノ

の
引
張
力
、

.
'
舮

ノ

ノ

ノ

ノ

二ノ.
'

ノ

ノ

ノ

ノ

.
i

ノ

ノ

ノ

ー
.
ノ
ー
ノ

ノ

レ

,
し
ノ

ノ

ノ

ノ

,
.
ツ
 
t

ノ

ノ

,

ノ

'
・
'
/
ノ
・
・

ノ

/

/

し
ノ
.
ソ
ノ
.

ノ
ノ

ー
ノ
ノ
ノ
●
・

ノ

ノ

官
ノ

●
O
 
X
 
ム
ロ
◎

<
止

ノ

4
2
0
8
6
4
2
0
8

N
,
認
⑳
、
゛
玲
,
 
U

北
叫
U
如
鶚
%

Z
 
1

4
 
2
 
0

3
 
3
 
3

レ

ノ

6
4
2
0

2
2
2
2

ノ

ノ

ノ.
ノ

ノ

ノ



106

4 0-

40

ヲ分"ホ'/0 卜の Moment、 Tcnslon cunE

0 下
3600

3200

2800

2400

夷人電才發

2000

11

1-「ー「1
・十 L↓・1・

1600・ー

1200-^

800-ーーーー1-フ』

「

、广'r 11-一广

1 1
1 ,,

__ L_

1

「

ノ

ーン

/r

/ 1

^→

ノ

1000

ー^^

1而f苅可

.ノ

ノ

i/

戸一ー
22

スノ

4000

ナを恢る回"カ

9第

釘驗小

り定仙

20

%仙Ⅲ拠スバナの Moment,Dcnedion curve

5000

H迫

「

8

、 mm

1",ι

6

7000
r-ーーオ^

8000 1 9

14

4800

2
1/ioo mm

00

0

但し

S=瓢i

U=ナットを1戻ろに製するモーメント

五=20oookg/mm゜七 tる

とな乙。此の式はポルトの仲ぴ主ナットを候るモーメント

モの關係を示す式で、此れに依つて揣い九のが曲絲Cで

あ乙。

轡驗千・均価と峅、定餓主の羊は曾1強下均佃を茲リ似てとつ

て、 1邑ガ,%ガ及%ガでは夫々 6.フ%,2%及 10 拓でモー

メントは計工1価の力'が多く,中.て來乙'

茶 4 榔1~第 6 揣はり卞ンづ系數を 20oookg/mm"とし,

てク引張力ーーモーメンド仰線をW,ι"たのが鋪7岡~第

9 臓1である。

加K して試驗用ポルト d)1小質が1那明し,た。

%ガ川

条 10 圖
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S5 制限スバナの設定

・火1こナ,り卜を「帝めオC」昜合にスパナの1椀の1女み力ξダイアル

イン子ケーターに爽れろ様な俳迭の制限スパナを峡作1,カ、

それが第 10 櫛卜6ある。之を第 31御の奘置に・由:ぴ"1,け、C

"撲み・・ーモーメンド岫線をイ乍つ九ものが第111刷~第 13

岡であ乙。」比の曲絲と第71酬~第91岡の曲線と制1.介せて

券江4岡~第16揣1の如き"ポルトの弓仔長力ーースパナの撰

み"岫線が得られる。此の詳江4臓1~第16幟M河戈々の求む
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16第

言S6 糸吉

北の他使用場所の要求する精麼に愈じて色々の制限ス

バナがあるが、今此處に於も簡單な乙制限スパナの設定

法を紹介した次弟である。尚ポ1レトは敦々の最も身近忙

り有ながら餘りに簡單なので、多くの人から等閑忙附せ

られ縢であるが、果して我々が日常ポ}レトを其の役風に

對して合理的に取扱て居乙かどうかは更に反省の契があ

らう。

此の寳驗に常つては工株宗眞技師、池上信哉氏の御"

話になる事多大であつた。深く感謝す乙次第である。
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るもので、イン子ケーターの目盛を議む耶'に依つてポルトに

働いて居る引張力を知乙事が出來るのである。

一般{てはナ.介を締めた場合に生ホるポ1レトの振り鱸

力を誘感し、それを等慣引張慰力に換算してやると、ポ

ルトに変生する引張力が捉りを老慰せぬ場合の 倍忙

な乙と言はれて居る。從つて我々はポルトを締める場介

は降伏黙X・以内に締め乙べきである故、此の曲制川.

{こ其の範圍を制して置き、之れ以内の締方をするべきで

あろ。

"凡 i

16800、「一一戸一1-1 !、"、,、-1「、、】、、ー、!ー、、^1
ーーー・ー・1・ー・・・・・・・、・ー・11・60。0 1_" 1____]__1___1___」'_ 1_!_ 1_

!、゜゜、戸一1 1ι11ιL^[11戸二、、、、1「一 1

1-・ー・,・・・'0-・、・・・・・.・・.・
4800 一「1^1 ,,ーー

40001 」^^^'^'・・-11・・^ート・'・オ

ー^ーー
28。。k8 1 1' 1'1 1_

40P -^^ーーーーーーーーー+ーーーー.1-ー^ー'ーー'ーーーー^

、「、ー;ー、、「、;

1/1イ甘、 nlrn

伊}

スバナの D""ecboo-1ψ田on culve

10 12 W 16 1820

ー
「
 
r
 
1
 
ー

三

1
 
一
 
1
]
、

二
一
1
^
一
一
■
^

一
一

一

L
」

r
 
●
 
r
 
[

一
一

[
[
 
1
 
〒
 
1
 
[
 
t
 
E
1
 
ー
ー
]
ー

η
1
一
 
1
一
、
÷
「
'
ー
"
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー

r
 
◆
 
1
 
ー
ー
」
コ
 
J
 
.
ー
ー
ー
ー

一
一

.

一
,
」
.
サ
"

「
↓

ー
'
.
 
1
f
 
1
 
r
 
1
「
ト
ー
'
」
'
ー
]

」

3
4

]
ー
コ
を
ユ
ー
ト
ー
ー
,
●
 
1
 
]
●
,
 
r
 
三
 
r

r
 
1
 
主
星
ι
 
1
 
ー
!
 
1
§
 
1
 
,
!
 
E
 
1
 
L

十
」
ー
コ
コ
ヨ
ー
ー
ー
を
ー
[

.
ー
ー
ー
ー
,
ー
ー
ー
 
E
 
◆
 
1
ー
ー
耳
 
1
 
ー
」
ー
ー
ー

コ
]
ー
ヨ
ー
ー
]
ー
ー
ー
.
コ
●
 
1
 
[
ー
ー
コ
ー
冒
コ
ー
ー
ー

ー
ー
.
、
、
・
二
H

ー
ー
」
{
 
f
 
↓
「
!
 
E
 
1
 
^
ー
ー
ー
,
,
ー

ー
ー
ー
 
r
 
」
 
J

一
一

,
4

,

玲
"
H
B
口
Π

ー
ー
ー
、

ー
ー
、
「
ー

一
一
一
一

一
一

一一一一

0
 
9
 
8
 
7
 
6
 
.
)
 
4
 
3
 
2



108

'■■■●●■●●●、=●■●●.■......■■....■.■圖■.■■■制..■.'■.■■■■冒■圖■冒冒■冒■■■■■■■..■■■..■■......■.■..■....哩.劃.巨...■■.■.....■..■■■..=ー...制..■...■■.置圖.冒.■匿■.■圖■■.冒..冒■■■圖■■■■■.冒■..■匿●●■

置

'

.

管制装置等に於ては、鉱U乍励を正から逆1て、

又逆から正に誤りて直接操作tろ事があ乙。本

發明は、斯かる謬吋桑作を行はしめない様に、中

_正の断位置に於゛てー,、把手を_止め、然る後に

あらざれぱ、正或は逆に把手を回叫q_,'來ない様

忙したー・値の安至奘置を提供したものであろ、

第1岡及第2岡は本發明の一實施例を示した

もので、管制装置の操作軸(1)の一端部忙把手

軸(2)を挿巖し把手枇(2)の末端には把手(6/

が1古1定してある。然して軸(2)はその創ヅ列司に

は移動し得るも、回側ツj向忙は軸(1)主一体と

なりて回轉する。氾手勧(2)は軸受を織成す乙

靜止面(4)及排小締を貫きて延在し、靜止醐及端

舗間に介在する如く岡盤(フ)を固定してある'

圓盤の表裏兩血には第(2)洲に示す如く、同一

圓周上に弧状築内満(8×9)を穿設し、胴案内

溝は一端に於いて相重なる如く配設せられてゐ

る。叉靜_止面(4)及端1舗(5)の内面には i、e

ン」 aの(11)が相對向する如く砧晰"せられ、

其の先部は前認案内満(8)(9)に夫々嶺入して

居る。岡示の如く兩「eン_1(1の(11)が案内溝

(8)(9)の重合部にある時即ち把手騨1が中正位

置にあるゞ昜合は、該把手軸は正逆何れの方向へ

心回轉出來ない。此の位置を管制奘置の断位置

占する。把手仙(2)を引けぱ、園繋(フ)は軸と

共に移動し得・Z)から「eン」 ao)が案内満(8)

より1兌出し、 reン_j al)のみは築内1俳(9)に係

合せろ催なるを以つて第21刷忙於いて、把手軸

は時計・方向即ち正方向へ回轉せし,め得るし、逆

忙第 1 岡の駄態にて、把手軸(2)を抑せぱ、

人電才契

制御器、切換開閉器等の操作装置

(特許第 146602 粧)

直

.

匡

.

.

.

.

.

.

'

'

.

「、ビン」(11)が築内満(9)より脆出'し、「ビン」

(16)のみが築内満(8)に係介の幟なる爲、錦

B 鬮に於いて、把手軸は反時晴十力向へのみ即ち

逆力向へ回轉し得るのである。茲に把手軸(2)

を正叉は逆力向に捕'乍し,てから、反對方向へ様

作せしめんが爲には、ー・旦断位置に戻し、然乙

後に把手軸を軸方1司へ移動せしめざる限り、操

作不可能なるを以つて、誤拔作を行■、取抑モく、

安至の円的が逹成せらる＼のである。

尚関樽(フ)(て「eン」を固柚し、靜、止面(4)

及立擶諾(5)の内血に築内満を設け夫々猷介tべ

くし、ても同様の働きを行はせ得る。

又岡俳の一而に於いて等長の関弧欣案内満を

等閥隔証{て設け他禽に於いては前祀の相隣る案

内満の端忙重介する如く夫々築内満を設く乙時

は、各重介部に於いて操作軸の「ノッチ」位置を

决める事がW'來る。更に「亡ン_1(10) al)の付

置を唖々耀更して圓盤(フ)の回轉範圍を鎚更す

ろ事も出來、その應用は多種多様である。

(中塑予)
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1緒 言

國家總力を擧げて生産力擴充に邁進しっつぁる現戰時

下に於け乙工作機械に對tる要求は先づ以て生産能力の

堆進、操作の簡易化、耐久性の陶上にあると想、'一茲に

於いて、數年來との要求に副'、べき横研加"豐(づレイン.

シリンドリカ1レ・づラインダー)を鏡意肝拶甕中の所、ゞ止近、三菱

MG-450 型儘研即池荏の完成を見たので、以下その概要

を認し參老に寳tる次第である。

2特 徴

MG一妬0 型楢研麼盤は放H乍が迅速簡單に出來、プd都

分の述動が油座で内膨川勺に叉は牛自動的に岡沸・忙行はれ

る。從つて、良き仕上面が得られ月'、非常に研即H乍業の

能率をあげる事がW,來る。

砥石台はべッドの上に固定され、ヨヂ要僻W辧ぱ振動を防

ぐために頑丈に池られ、主電動機(砥石軸、油肌1ボンづ

冷却ボンづ回榔料D は此岐的大きい馬力のものを使用し

V べ}し卜で直按忙砥石軸を回祥してゐるので張力研削が

出來る。叉、迅速に操作し得・る油座式切込途り機俳を有

するため{てイ乍業Xの疲勞少く_且つ多量生産が出來る。

残人電'才發

名古屋製作所

加工物の回轉には主軸台に Vべルトとサイレント、チェン

を用ひ、叉、往復研磨の際、テーづ1レ逆行時の衝激を防い

でゐるので美しい仕上面が得られる。倫、後述の機構を

備'、ろため精確な仕事が出來る。

制御用の打釦・ハンドル・レパー・握り等は總て作業者が

同じ位置にあろままで操作できろ距航にある。テーづルの

縱手途りをするには非常に輕く廻るハンド」レ車を廻せぱ

直ちに油墜でテーづ」レカy孜感に動く。切込研磨の時、加

工物を砥石に近づけたり遠ざけたりするには、切込途り

レパーを手で上下するだけで、作動は油墜忙より行はれる

テーづ1レ往復述動の起動停_止、叉は切込途りレバーを下げ

たり上げたりす乙主白動的に加t物の回轉並に冷去剛くの

流が起動停_止する様、凡て操イ乍が簡男Hヒされてゐ乙。

ベ,,ド共他主要"物は緻密な高抗張力の"鐵製であり

充分にりづを村サて剛性を大にしてあ乙から永久に精度

を保つ事が出來ろ。

本機の最も著しき特徴は(ア)テーづ1レ往復述動が自動

手動共に油座により行はれ乙事・、(イ)油座式切込途り

桜構を有する事、(ウ)砥石台は岡定されてゐろ事であ

乙。
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能 力

3 主要

テーづル上のスインづ

センター間の最大距航

研麼し褐乙最大直徑

加工物同陣數

センターのテーパ

センターのテーハ

砥石軸回轉數

砥石の司,去

羨人電才發

軸

'、

^~.
1].

L

寸

175 1手

460 粍

150 粍

100~420 R.P.M (60、=テ) 4 お1.類

づラウンシヤーづ NO.10

づラウンシヤーラ NO.10

120O R.P.M

標準 508φ X50×305ψ(20"× 2"× 12'リ

特殊 508つ X75 × 305ψ(20"× 3"× 12")

8゜

0.1~6 米/分

電磁づレーキイ寸↓会 H.P 120O R.P.M

(220V.60、)

去

}レ:

動

テーづルの旋回角度

テーづ1レ摺動速度

主軸台電動機機:

般仕様:

(1)ペ,ワド

ベ.ワドは短形箱測の外觀を持ち、剛性六なろ鋳物で、

その重量約 1.3 池もあり、從って、歪が出,ぬ小ら据イ寸け

に際し,て'は振動なき基礎_1二にフ1Cドに置いただけで充分で

ある。此の鎌;物」の中に清1帝に便なる位置に冷去lbkの水品

力翫艾けてある。

電,

(2) デーフJレ

テーづルぱ三部分から成る。鄭ち、ペ・りド上に三註テーづル

がのり猫力向の運動をし、その上に州'りテーづルがあつ

て縦力陶の沌動をなし_、山に」比の上に山ルテーづルが立

り主軸台左,D艸台が取付けてあろ。

主テーづルはE形の鋳勃f6 べッドの中央{であるV刑U二

を而統髪力向忙指動し、その抵抗を減中るためH列削忙ある

でぺ.りド 0)案内儒上を動くやうになつてゐる。ソE右コロ

捌邪珀勺な狐丈な'、糾勿でょく精度を保ち得る。主テーづ1レの

前面に柳伶川反が取イ寸けられ操作削ハンドル、レパー、探り等

が勉駈甫されてゐる。

主電動機(砥石軸、油墜ボンづ、冷却ボンラ回柚井D

10 H.P 120OR.P.M (220V.60、)

1080 托米とセンター間距雛

90 『7'./弓ト冷却ポンラ容品

1490 粍X29如托m積

約 3600 雇

ーーづ

4 構 概要

正味重品
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の擢動而

沸・りテーづルは主テーづルの_上1則にあり、常{こi櫛1"さ

れたV形及平西形の招動両上を沸'動し、裏而に取付けら
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れた油厭シリンダー{て蛾油が出,入する京忙よつて往復運動

をす乙。

回りテーづルは断血三角形の充分剛性のある鋳物で、

良く主軸台と心抑台の精度を保つ。右端の新H寸金の所に

あるウオーム、軸を廻し亡ンの刷りに統麺1せしむる事にょ

り醐銚半角8゜までの勾配希""が出來る様になつてゐる。

(3)操作機構

(ア)テーづ1レ往復通動と制符W咋

テーづル縱途りは自動及手動共に油墜で行はれる。制御

板の右端に右かぢ削待肌織11辨(ターリーバ1レづ)、テーづ」レ述虔

肌姉1停部、テーづ」レ起動停止辨の三つの握りが詑んでゐ乙。

此の起動停_止判"県りを引W't主油1蛾シリンづーの一力側か

ら1岻油が入り、テーづルが所定の述度で動きW,す、その述

安は述皮瓢姉11辨握りを廻す事にょり 0.1~6冴V分の剛に

無段焚述できる。

測'りテーづルに取付けられたド,りづが逆行レバーに當

り往後切換辨を動かしてテーづル述動の力向叫け奧をする

が、その時の行程兩1謝で停る時朋の訟笵徹才削待調捌辨握

りを廻す事にょり柳角1にW.來る。叉、特に力陶轉換.の際

の征覗敷をなくするやう工夫されてゐる。叉、シリンダーの

織造より左右何れの力向も同・一速妾であるため、加工物

の仕上を斜班Eにする京がW'來る。〒一づル紲手途りは正面

ソE側にあるハンド}レ車を廻し,て行はれる。ハンド1レ車は直按

テーづルを弱功.tのでなく、それにより非常に容易に動く

1殊を到J力ゞ_、てシリンダーに心ξ油を1共給し,てテーづルを動か

tのであるから、作業者は極く付功.の力でハンドル車を廻

tだけでょい。從つて、テーづルの矩動を手先に感じう

る。テーづ1レはハンドル卓を廻してゐる瀏だけその回榔速

第 3 「1研
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第 4 岡

畴

度に比例して動き、ハンドル車を止めた出到均忙テーづルは

精確に止ろ。此の極めて容易且つ精砕に制御しうろハン

ドル車を利用して非常に迅述に罰郭徐に加工物のショ1レづー

部分の研麼をも行命、事が出來る。倫、此の程産の能力の

横研炉池ミではテーづ1レの手動により研麼作業す乙事がよ

くぁろから此の機隣は非常に有効であ乙。

(イ)テーづル橘途り

機械正面中央にあるハンドル車にょり主テーづル及ぴ

加工物を砥石に對し前後に手動でき乙。此のゴ昜合も動か

す力は油座であるからハンルは極めて輕い。

此のハンドル車の上部に見える爪を自動横途り辨によ

り動かして爪車を廻はしテーづル往後述動の行稗.端で由

動的に枇途りを行ひうる。その量は加工物直徑で0.01粍

飛びに最六 0.1 粍までヅ川咸できる。

(ウ)切込途り

横途りハンドル車の右に見えるのが切込途りレバーで

ある。切込途りレパーを竪の位置から下向に倒すと主テ

ーづ}レが砥石に10粍近づく、即ちf最狗Jの半分では9粍

急速に近づき蔆り半分で1粍研磨速産で近づく、此の切

込途りの速度は・一定せるものでなく、レパーを動かす述

さ忙從'■、ら作業Xの自由である。レバーを竪の位置に

戻すと主テーづルは元の位置にかへ乙。釖込途りを終つ

た時の主テーづルの位置ば精確であ乙。レパーを繰り趣

1,上下し,,た時の主テーガルの位置の誤並は 0.005 粍以一F

にし,てゐる。

(エ)避擇辨と安至奘置

切込途りレパーの右下に見えるのが避擇辨握りである

選擇辨は加工物の回叫と冷却水の流動を制御t乙辨に働

尋

捌御板の右小部(吻込途りレバーを上げた所)

セ ゛.
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(固定された砥石台と主篭動機が見える)

ψ"

点.

く油座系統の匂Ⅱ奥をする。即ち、往復研麼をする場合は

避擇辨握りを往復研麼の矢印方向に廻して起動停止辨握

りを引出せぱ、加工物は回轉を籾め冷却水は流出し始め

る叉、切込研麼をtる場合は釖込研麼の矢印の力向に廻

して切込途りレーパーを僅か倒す主加工物は回轉を始め

冷却7kは流出'し始めろ。

亦、選擇辨握りを廻すと安至装置が剛いて往復研麼中

忙切込途りレパーカ部邑對に操作せぬやう忙成つてゐる。

(4)研磨方法

(ア)往復研炉f(トラパース研肝)

切込途りレパーを水平に倒し、避事腎畔握りを往復研磨

の矢力向に廻し起動停_止辨握りを引H,'すとテーづ1レは述

度訥制辧で調制された速麼で動き始めろ、同時に加工物

は回科吃始め、冷却水は流出.しだす。削判帝周制判苛"りを

廻す事によりテーづ1レ往復述動の方向陣換の際の削待時

閥を調整できろ。テーづルの逆行はドリづにより自動的忙所

要の距剛■で行'、事が出來乙が叉、テーづル逆行レパーで手動

にても行へる。テーづル往後運動の行程.端で自動横途り辨

の働きにより爪が爪車を廻して自動枇途りが行はれる。

(イ)切込希リ"(ララン子・カ,,ト)

起動停_止辨握りを押込み、避擇判"是りを切込研麼の矢

力向に廻してから切込途りレバーをストッパーの位置まで

倒せぱ切込趣動を終る。此の時、約10゜レパーを倒す主

白動的に加工物は回叫を始め冷却水は流出しだす。前述

の如くレパーを倒す時、加工物仂§砥石に向つて前半で 9

粍急速に近づき後半で1粍切込研磨述度で動き研磨作業

を終る。砥石の炉沫毛に對tるキテーづルの付.置の補正は

横途りハンドル中を廻して力1にC物の遉徑で 0.005粍とぴ

にイ丁ノ＼る。

(ウ)往復研麼(加」1物を取換へるためにUJ込途りレハー

を使川する場合)

往復研麻が終つてから起動停止辧を艸込み、切込途り

レバーを引上げると、加工物ぱ 10 *郵避石から航れるか

ら加工物の河対典へに便利であ乙。

台(5)砥石

砥石台ぱ狐丈な鋳物から放り、ベ,りドに固定されてゐ

て、加土物によろ位置ぎめや寸法ぎめの爲には制御機儁

主軸台、心抑台をもつたテーづ1レ至般が砥石台忙近よつ

たり部れたりすろ。それは、主テーづ1レは砥石台よりも

非常にⅢ込部分であるから此の劃扮＼に振動を吸收させる

やうにし,た。叉、井通の研妙"豐では比岐的輕量の可動砥

石台を有してゐるから加工物に茎ナすろ砥石の研卸皿ξ力が

砥石台を突き上げる様に働く、從つて研削量も制限され

た勢辰動も起りう乙譯であるが、此の型式では固定した

砥石台からの研例j輩力は至部主テーづルに常るから上祀

の心配はない。亦砥石台が頑丈なため砥石の修圧は簡軍

にすみ砥石を經滅的に使用できる。

砥石Mは三分割式特砥青銅.N軸受で支へられ、南軸受

闇の舮高似ま長く、発軸受而積は約7鮖平力朝軸ある。潤

沸はスづラ,元]式自動給油で油の流下すろ耿熊を前面の

覗窓から黙檢tろ京が出來乙。

砥石軸は油膜の上に浮いた状態で河轉す乙。上部杣受

令は外部から閥隣を訓節しうろ。砥石軸々端には推力軌

受があり,砥石軸向動往複奘置をつけ乙主砥石杣に0~5
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第7r"油艇ボンラ

粍軸方向に往後逝動をさせられ切込研麼の際、加工物の

仕上を良くし研削能率を非常に瑜雉すろ。砥石軸は頑艾

な鋳物の中に納められた主電動機から7本の Vべルトで

回叫はれてゐるから電動機のW'力を充分有効に利用でき

ろ。而して、研削量は加工物に正味働く馬力に此例す乙

から、本機には比岐的大きい出力の電動機を用ひてゐる

從つて、研削能率をあげる事が出事る。 Vべルト村の延び

や加除毛に對しては電動機取付台を上下して容易に訟范r6

きる。

(6)孟軸台と心押台

主軸台は廣い支持面にて回りテーづル上の任意の位置

に締付けろ事が出來乙。背西にづレー千付電動機があつて

V べ1レトで中問軸を廻し中1_U軸からサイレントチェンで回し

板を回轉して加工物に回叫を與へ乙。即ち、此の主軸は

デッドセンターであ乙。此の傅導機淋には齒車の接觸がない

から力が加工物に圓淵'に傅へられる。 V べ}レトを推W奧へ

て加工物の回1噂數を四段にかへられろ。サイレントチェンの

麼耗忙坐1する張力の調桑は按觸子を抑して簡單に調*で

きる。亦、づレー十イ寸電動機を調*して加工物の停_止時問

を瓢拷キす乙事が出來、瞬惰扣勺に停_止す乙事も出來る。心

抑台も廣い支持面にて回りテーづル上の任意の位置に取

付ける事が出來る。心押台のセンターを納めた心抑軸は

右端のハンドル車を廻して出入する事も出來るし.、バネで

押された敏述作動用レパーによつても出入出,來乙から、

小さな同じ加工物を多数研磨すろ時に加工物の取換へを

レパーで迅速に行へる。

心押台に砥石修正奘置が取付けてあるから、兩センター

問に加工物を支持したままで即ち作業の途中で修正を行

へる利黙がある。

(フ)油歴ボンづ及冷却ポンづ

ベッドの内部に油唾系続用油タンクが納められてゐて、

.
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その上に油座ボンづが取付けてあり、主確動機からVぺルト

で回惇されてゐ乙。此の油墜ボンづは怖岡形のボンづ圭

内を勿根が回軸す乙所潮ろ〒衡式洞机剛口ータリーボンづ

であろ。吐W,畷力は安墨ゞ非により18氣璽に瓢判珍し,てゐ乙

吐出品は 120O R.P.M の時約 15 立/分であ乙。冷却ボ
0

ンフはべッド後而に取付けてあつて主電動機からVべルト

で回叫はれてゐろ。従つて、砥石が回叫沖は常に冷却ボ

ンづは回叫Wてゐるが前述の如く冷却永制御判枇て油!畩が

作動してゐない時は流出を_止められろ。

(8) ^姦、^^

起動繋は主電動桜及主軸台電動機用二個の譜磁按觸器

より成り、ペ・ジドの左端炉況祁に納められ保誰さオ1てゐ乙。

閉閉器は抑釦・捻り開閉器及制限開閉器より'成り機披

正面の左端に取イ寸けられてゐ乙。此の判]釦開砕玲県にょり

主電動機が起動停_止され乙。捻り朋閉器には制限閉閉器

と制限開閉器辨が逹絡してゐて主電動機が運轉してゐる

時に、「入」の駄態にしておいて前3逃の如く起弱J停止辧才屋

り叉は切込途りレパーを操作した時に制限聨Ⅱ豹器辨に油

座が働く占主軸用電動枇が起動し、油座が切れると停_止

t乙。

電動機に過電所肋§通中る時は、起動盤{て取イ寸けられた

數動過負荷鞭電器が作動し、電磁接觸器を閉足各し電動枇

を保談するやうになつてゐ乙。

5 系吉 言

以上は MG-450 型横研炉泌ミの概略の詮明であるが、

今後共、設計並に工作上益々研究をし、・一層の改良暹歩

を期してゐる次第である。

砥_
点
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1緒 言

大容吊誘導電動"機の起動及ぴ述度制御用の抵抗器とし

て、令鵬抵抗器よりも液體抵抗器が、色々の黙で有禾小6

あるととは、今熨巾す迄もないととである。常赴は多午

液艦抵抗器の改良に努め、既に起動器或は沸'り訓*器主

して、各方面に多婁鯲内入し、其の數は 1000 '1局力以上の

もののみにても00台以上に及ぴ、容量に於ては 5000

,暢力或は 6000 馬力川滑り調整器却製作した經験を肩し

て居乙。是等は何れも極めて好成結を收めて居るのであ

るが、今回是等從來の祀銘を近かに陸都3する大容量液體

1」剣亢器の註女を受けf妓近婁y乍を完了し_た。

液雛抵抗器の俳逃及ぴ液の冷却力法には色々0ガ式が

あろが、今河は徒來の力式に吹良を加へた結果、驚異的

大容墨tξあるにもかかわら中、抵抗器自艘の外形寸法を

從來の 6000~7000'{、牙力川のもの主大並ないものとt乙

と士が鼎,來た。とれは色々の黙から見て、売分注阿する

1て足乙ものであるから、茲に大體の構匙を述べるととー

tる。

大容量液體抵抗器に就いて

菱会電井契

長峪製作所

第11岡はオ対捌亢器である。釦井反製液槽内に3個の絶縁

筒を置き、各相の釜極を夫々此の僧j内に耀置してゐる。

可動詣極は上矧縮々糟夕卞で、互に按・續して電氣的1こ中性照

をなすと共に、操t畔浅織によつて上、下せしめ、剛定電加

七の剛隙を發へて、抵抗価の加減を行'、ものである。

^^

2構

液體抵抗器の中で失はれろ甫力は、熟占なつて打剣亢液

の温度を上昇せしめる。勿;側夜幣の爽醐からも熱の放散

は行はれるが、極めて少いから、辺度制御用などの様に

連紬使用する場介は、冷却奘置によ勢氏抗液を冷却し,な

けれぱならない。・一般に大容量液艘弘U亢器ではフk冷訓噂を

置をつけろのであるが、敷千馬力用にもなる主、液槽内

に冷却水循瑞用の智を装置した所糊冷却器由藏式では充

分の冷却効果を收めるととは困難、6ある。當爪ヒ6は大髄

1000 燭力用以一Fは冷却器自藏式で、それ以上忙は別個

の冷却器を片1ひると占を標準占して居る。

村氏抗器にも別個に冷却器を県へ、"剣亢液をボンづに

よつて循喋せし,める力式を綵用し、て居るが、冷却器によ

り冷却された液は、獨特の力法によつて電極の下九ら、

電極附近の發熱部分に途られ、稙極.的に液の循瑞を行ひ

局剖珀の過熱をさけて、冷去賑切果を堆す様にしてゐ乙。

次

、

tl

,.

.ι

今

]^

液槽は戦釧板を酸氣熔接によつて製作したものである

寺捌暫の苓の削Mナ1ガ^^j形釧の骨却.に針附反を張つて防駆川リ

してあ乙。電極及び操作荘蹴淑ま總て此dジ織に取付けてあ

るから、是等は細立てたまま、液稽功、ら引き出すととか

W,來る。叉此の糖には數個の長川1形の孔があり、平常は

小・器で此の孔を塞ぎ、曾蔀捌して置くのであるが、小需1を

反對に取イ寸けると、適常の隙が出,來るので、液中曾の前而

にぱ、冷上1曙二上の迎糸者苓,・i夜面才1'→温度ネ匪電暑吊・i夜判IN、'

辨等を取村サてある。

1、

液休抵抗器

極電3

詮.極は上、Fに對向し,て置かれた、j剛長県関形の板から
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成つて居乙。下側は固定電極であつてゴム管により絶縁

された3本の導體によつて、液槽の上部に引き出し、電

動機の回惇子に按績する。可動電極は中央に1本の導艦

捧を取り付け、叶の捧を上割河鄭曹外で電氣的及ぴ機械的

に接績し、操作機織によつて上下に動かす様になつてゐ

る。叉可動電極には浮子をつけて、操作機機にかかる可

動部の臣量を減じて、操作を郭K する様にして居乙。

各相の電極は、耐アjレカリ陶暑尉製の絶縁筒{てよつて互に

縁絶されてゐる。此の絶縁筒には液1邪奨用の小さい管が

あつて、冷却器から來た液は此の管に導力吋1、管の中を

降つて、絶緒寸笥の咲から筒内に入り、電極の下から筒内

を上昇してボンづにより一再ぴ冷却器に途られる。此の

様にして液は超縁筒内と冷却器の闇を袈制循瓔せしめら

れ、冷却された液は其の六部分が電1列村近で數を吸收し

て有効に利用され乙。

4 操作電動機及び操作構機

本抵抗器は特列1のH・}途忙使削される物で、1」別亢佃を極

めて頻繁に、微細に、_且'又廟河刺渦に力川咸する彪、雲功ξあ乙。

操作電動俄は此の伺的に適する様に、1芋殊設計{て成る

直所蔀契卷競動機を用ひて居る。"'乍遮動{製は、む'速齒中

を經てーつのウォーム枇を1呼博tる。此の杣には 2個の

ウォームがあり、夫々ウォーム・ホイールによつて、ネチ忰を

同榔す乙。可動N到返は、此のネ子怖の回榔により、上或

ぱ下に移動して、枯1定心極主の剛隣を砧へ乙。第2岡は

"'乍機附を示し,たものである。

残▲電、才契

操作電動機は、観調を防止する爲に、獲電制動を行'、

様になつて居るが、尚電磁づレー千を並用して、急停止

を行ひ、頻繁な正逆回轉に應ホるととが出來ろ様にして

あ乙。

一般に電動操作の機器では、手動操作用のハンルを

つけて、必要な場合は手動操作も出來る様にするのが普

通であるが、本抵抗器では手動用ハンドルを省略して、

機難を簡單にしてゐる。是は用途が特殊で、手動操作を

行'、ととは釡く必要ないからである。

之等の機俄は極めて簡單であるから、電極の可動部の

重量約450旺、浮子の浮力を差引仏て尚200旺あるが、

作動は極めて岡溺・である。
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液體抵抗器の抵抗液としては淡酸ソーダ、或は苛性ソー

ダ等の液が使用され乙が、濃麼は大したものでないから

液の此熟は1と老へて並支へなー。從つて液體抵抗器は

令鰯抵抗器に比岐すれぱ、數界量が非常に六きい。

本抵抗器に於ても、熱界品は相常に大きく、抵抗液

が室滑β5゜C から、〒・均80゜C 迄上打・す乙とし、起動にー

分朋を要するとすれぱ、約0萬馬力の電動機を、引續き

五同起動せしめると主が11.'來る。然し熱の獲散する表而

積が少いので、液糟の衷面からぢ劉攸す乙M・最は、液の〒

均温座 80゜C の場介には、20kW手吊度に過ぎないのでは

な加かと誘へられる。勿論、之は液夫面の温変、液槽の

拙逃等により相常廣範圍忙燮るものである。

5 冷却器

_____ー^

n

'=ψ詠、ー'"

.闇■.J

^

第 2 「1,晒 操作機揺

4

第 3 囲 冷却器

三

ー
'
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此の様に抵抗器肉體から放散する熱の量は極めて少い

から、抵抗器中に霞生する熟は、斉ゞ部冷割硲品により冷却

されると老へなけれぱならないから、冷却器は相當大型

のものが"、要である。

第3圖は冷却器のタ"規である。鋼板製圓筒形の槽中に

多數の冷去影§を收め、冷却水は此の管の中を通り、抵抗

液は管の外側を循瓔する様になつて居ろ。此の管は數個

の扇形忙分割配置し、抵抗液及ぴ冷却水は、適常の速度

と、・一定の雁i序に従つて、此の闇を通ろ様になつて居

る。

羨▲電才契

6結 言

以上で大體の俳造を述べたが、オ対氏抗器と冷却器主を

細.令せた場合、其の容量は負,荷によつて逮ひがあ乙が、

大體0萬馬力程度である。

近年製鐵力面に於て盛んに大容量液髄抵抗器が使用さ

れて居て、其の容量も六第忙堆大する傾向にあるが、本

抵抗器の様な超大容量のものは將來に於ても數多く矧乍

されるものではないと想、はれる。茲に大朏の雄造を述べ

て御參考に供した次姉である。

耐震型切換開閉器

(登録賢用斬築第 306417 枕)

本築は述力制御式断路器操作桜俳の操作回路の越

擇開閉に適用される匂井奥閉閉器に開し、作動佐賓忙

して而も電路の聨U羽何れの耿態に於仏ても耐震的に

硫保される黙を特徴とするものである。

洲に於いて、操作軸(15)を中正の断位置に在ら

しむる時はじ該軸に固定せる鳳弧耿の「カム」(8)の

中央部に設けた切込み(16)に、搖動桴(5)の末端

に樞架せる「コロ」(9)が巖入し該1早を中正位置托在

らしめる。該悍は一對の「バネ_1aの aのによグ左

右に引張られてゐるから、震動に對し1吊動桴を妄動

させる事が無い。搖動1¥(5)は軸(6)に樞着せられ

他端には絶縁頭(フ)を有しその兩面に按嶋片(11)

(12)が固定せられ固定接觸子(3)(4)に夫々對向し

てゐる。叉按觸片(11)(12)は夫々可悦導線 a3)忙

よ W揣子 a4)に結ぱれてゐる。

今操作軸 a5)を反時計方向に回せぱ「コ田(9)

が「カム」の釖込み(16)より脆出し「カム」の闘周に

沿ひて惇動する尓ら、搖動桴(5)は右側の「パネ」

(1のに抗しつ、、軸(6)を中心としノC時計方向へ回

はされ、鬮の假絲に示す如き位置を取り、按觸片

(11)が固定按觸子(3)に卯牙妾して、一方の電路を閉

成するのである。」比の時「コ0_1(9)は「カム」の岡弧

耿をなせる外周面と卿辻麹伏態に在る小ら、震動衝撃

に對しても閉路}伏態を解保する京が1_Ⅱ來る。操作軸

の反對方向操作に對しては、按觸片(12)が固定按

洲子(4)に按觸する事勿論である。尚岡中(1)は

筐体(2)は超縁座台を示す。 (中望秒
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